
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクに記録されているコンテンツのタイトルに関するデータを読み込むタイトル
読込手段と、
　タイトルメニュー画面を作成する際に利用される背景画像を記憶する背景画像記憶手段
と、
　前記コンテンツの各タイトルを前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画面を作成し
、該タイトルメニュー画面を前記光ディスクに記録するタイトルメニュー画面作成手段と
、
　前記タイトルメニュー画面を前記光ディスクから読み込んで、ユーザに提示するタイト
ルメニュー画面提示手段とを備えた光ディスク装置において、
　前記光ディスクに記録されたコンテンツのうち、前記タイトルに関するデータを有する
コンテンツについて、該タイトルを前記背景画像から区別するための枠で囲んで、枠付き
タイトル画像を作成する枠付きタイトル画像作成手段と、
　前記光ディスクに記録されたコンテンツのうち、前記タイトルに関するデータを有しな
いコンテンツについて、タイトルなしのコンテンツの存在を示すブランク枠画像を作成す
るブランク枠画像作成手段とを有し、
　前記タイトルメニュー画面作成手段は、前記枠付きタイトル画像及び／又は前記ブラン
ク枠画像を前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画面を作成して光ディスクに記録し
、
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　前記タイトルメニュー画面提示手段は、前記枠付きタイトル画像及び／又は前記ブラン
ク枠画像を前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画面をユーザに提示することにより
、予めタイトルを囲むため枠が形成された画像を背景画像として用いることなく、前記コ
ンテンツのタイトルを枠付きでユーザに提示することを特徴とする光ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、光ディスクやハードディスク等のような記録媒体に対して情報の記
録及び再生を行う情報記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ユーザが記録媒体に記録されているコンテンツを容易に確認できるようにす
るために、コンテンツのタイトルのリストを背景画像に重畳してタイトルメニュー画面を
作成し、このタイトルメニュー画面をコンテンツと共に記録媒体に記録する情報記録再生
装置が知られている。
【０００３】
　このような従来の情報記録再生装置においては、例えば、図６（ａ）に示されるように
、予め、画像１３１にタイトルを囲むため枠１３２を重畳して作成した背景画像１３０を
ＭＰＥＧエンコードして記憶部１１７内に記憶しておき、タイトルメニュー画面を作成す
る際に利用する。図６（ｂ）に示されるように、背景画像１３０は、タイトルメニュー画
面１５０を作成する際に記憶部１１７から読み出され、光ディスク等の記録媒体から読み
出されたタイトル１４１，１４２と共にタイトルメニュー画面１５０を形成して記録媒体
に記録される。このようにタイトル１４１，１４２を枠で囲んだタイトルメニュー画面１
５０を記録媒体に記録しておくことにより、コンテンツのタイトルのリストをユーザに分
かり易く提示することが可能となる。なお、メニュー項目の文字列をユーザが容易に認識
できるようにした装置として、所定枠内の文字列をスクロール表示するようにした情報処
理装置等が知られている（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００１－７５７０２号公報
【特許文献２】特開平５－６７０８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、図６（ｂ）に示されるようなタイトルメニュー画面１５０を表示する情
報記録再生装置においては、予めタイトル１４１，１４２を囲むため枠が形成された背景
画像１３０を用いるので、タイトル１４１，１４２を囲むため枠の数とタイトル数が一致
せず、タイトルメニュー画面１５０に不必要な枠１５１，１５２が表示される場合があっ
た。このような場合、ユーザは、枠１５１，１５２にタイトルがあるのかないのか一見し
て把握することが難しかった。また、記録媒体に記録されるコンテンツの中には、タイト
ルが付けられていないタイトルなしのコンテンツ（又は、文字としてスペース（空白文字
）のみが使用されたコンテンツ）が存在する場合があるが、図６（ｂ）に示されるような
タイトルメニュー画面１５０においては、枠１５１，１５２は、コンテンツそのものが存
在しないのか、又はタイトルなしのコンテンツが存在するのか判断することができず、ユ
ーザは、タイトルなしコンテンツの存在を把握することができなかった。なお、上述した
特許文献１及び特許文献２に開示の内容を適用したとしても、上述した問題を解決するこ
とはできない。
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、記録媒体に記録されている
コンテンツのタイトルや、タイトルなしのコンテンツの存在をユーザが容易に認識するこ
とができるタイトルメニュー画面を作成し、記録媒体に記録することができる情報記録再
生装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、光ディスクに記録されているコンテンツ
のタイトルに関するデータを読み込むタイトル読込手段と、タイトルメニュー画面を作成
する際に利用される背景画像を記憶する背景画像記憶手段と、前記コンテンツの各タイト
ルを前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画面を作成し、該タイトルメニュー画面を
前記光ディスクに記録するタイトルメニュー画面作成手段と、前記タイトルメニュー画面
を前記光ディスクから読み込んで、ユーザに提示するタイトルメニュー画面提示手段とを
備えた光ディスク装置において、前記光ディスクに記録されたコンテンツのうち、前記タ
イトルに関するデータを有するコンテンツについて、該タイトルを前記背景画像から区別
するための枠で囲んで、枠付きタイトル画像を作成する枠付きタイトル画像作成手段と、
前記光ディスクに記録されたコンテンツのうち、前記タイトルに関するデータを有しない
コンテンツについて、タイトルなしのコンテンツの存在を示すブランク枠画像を作成する
ブランク枠画像作成手段とを有し、前記タイトルメニュー画面作成手段は、前記枠付きタ
イトル画像及び／又は前記ブランク枠画像を前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画
面を作成して光ディスクに記録し、前記タイトルメニュー画面提示手段は、前記枠付きタ
イトル画像及び／又は前記ブランク枠画像を前記背景画像に重畳したタイトルメニュー画
面をユーザに提示することにより、予めタイトルを囲むため枠が形成された画像を背景画
像として用いることなく、前記コンテンツのタイトルを枠付きでユーザに提示することを
特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　以上のように請求項１の発明によれば、光ディスクに記録されたコンテンツのうち、タ
イトルに関するデータを有するコンテンツについて、タイトルを背景画像から区別するた
めの枠で囲んで枠付きタイトル画像を作成し、この枠付きタイトル画像を背景画像に重畳
した画像をタイトルメニュー画面として光ディスクに記録して、このタイトルメニュー画
面をユーザに提示するようにしたので、ユーザはタイトルと背景画像を容易に区別して、
コンテンツのタイトルを一目で把握することができる。
【００１０】
　また、タイトルメニュー画面に、背景画像として予めタイトルを囲むため枠が形成され
た背景画像を用いるのではなく、背景画像とは別に枠付きタイトル画像等を作成し、これ
を背景画像に重畳させてタイトルメニュー画面を作成するので、予めタイトルを囲むため
枠が形成された背景画像を用いる場合のように、タイトルを囲むため枠の数とタイトル数
が一致せずにタイトルメニュー画面に不必要な枠が表示されることがない。このため、ユ
ーザは、枠の有無により容易にコンテンツのタイトルの有無を把握することができる。ま
た、背景画像として予めタイトルを囲むため枠が形成された背景画像を用いないので、任
意の画像を背景画像として用いることができ、容易に背景画像を変更することが可能であ
る。
【００１１】
　更に、タイトルに関するデータを有しないコンテンツについて、タイトルなしのコンテ
ンツの存在を示すブランク枠画像を作成し、このブランク枠画像を背景画像に重畳した画
像をタイトルメニュー画面として光ディスクに記録して、このタイトルメニュー画面をユ
ーザに提示するようにしたので、ユーザはタイトルなしのコンテンツについても、タイト
ルメニュー画面でその存在を容易に把握することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態に係る情報記録再生装置について、光ディスク装置を例にし
て説明する。図１に示されるように、光ディスク装置１は、例えば、ＤＶＤ－ＲＡＭ、Ｄ
ＶＤ±Ｒ、ＤＶＤ±ＲＷ等の光ディスク（記録媒体）２に対して情報の記録及び再生を行
う装置であり、光ディスク２に対してデータの読み出し及び書き込みを行う光ピックアッ
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プ１１と、ＲＦ信号とディジタル信号の変換等を行うディジタル信号処理部１２と、ディ
ジタル信号処理部１２から入力されたデータをＭＰＥＧデコード等するデコード部１３と
、デコード部１３から入力された映像データに所定の処理を施して、接続されたモニタ装
置等に出力するＯＳＤ部１４と、リモコン１５と、リモコン１５から送信された信号を受
信するリモコン受信部１６と、タイトルメニュー画面を作成する際に利用される背景画像
等を記憶する記憶部１７と、光ディスク装置１全体の制御を司る制御部１８とを備えてい
る。
【００１５】
　光ピックアップ１１は、半導体レーザ、コリメータレンズ、ビームスプリッタ、対物レ
ンズ、集光レンズ、及びフォトディテクタ等を有しており、半導体レーザからのレーザ光
を、コリメータレンズ、ビームスプリッタ及び対物レンズを介して光ディスク２上に集光
照射することにより、光ディスク２に対してデータの読み出し及び書き込みを行う。また
、光ディスク２からの反射光を対物レンズ、ビームスプリッタ、及び集光レンズを介して
フォトディテクタで受光する。フォトディテクタで検出された光の強弱は、ＲＦ信号に変
換されディジタル信号処理部１２に出力される。
【００１６】
　ディジタル信号処理部１２は、ＲＦ信号とディジタル信号の変換を行うＲＦ信号処理回
路と、入力されたディジタル信号に対して８／１６変調又は８／１６復調する８／１６変
換回路と、８／１６復調したデータに対してエラー訂正するエラー訂正回路等を備えてい
る。エラー訂正された映像データ等は、デコード部１３でＭＰＥＧデコードされ、ＯＳＤ
部１４を介してモニタ出力される。ＯＳＤ部１４は、デコード部１３から入力された映像
データに所定の表示画像を重畳する。
【００１７】
　リモコン１５は、タイトルメニュー画面を表示する際に操作されるタイトルメニュー表
示ボタン等を有しており、ユーザによるボタンの操作に応じた赤外線信号をリモコン受信
部１６に送信する。リモコン１５から送信された信号は、リモコン受信部１６を介して制
御部１８に入力される。
【００１８】
　記憶部（背景画像記憶手段）１７は、図２（ａ）に示されるように、タイトルメニュー
画面を作成する際に利用される背景画像として用意された画像３０をＭＰＥＧエンコード
した状態で記憶する。なお、図２（ｂ）については後述する。
【００１９】
　制御部１８は、不図示のＲＯＭに記憶されているプログラムに従って各種処理を実行し
、後述するタイトルメニュー画面作成処理を実行することにより、タイトル読込手段、タ
イトルメニュー画面作成手段、枠付きタイトル画像作成手段、ブランク枠画像作成手段と
して機能する。また、制御部１８は、後述するタイトルメニュー画面提示処理を実行する
ことにより、タイトルメニュー画面提示手段として機能する。その他、光ディスク装置１
は、光ディスク２を回転させるスピンドルモータ、及び光ピックアップ１１を移動させる
トラッキングモータ等を備えており、これらスピンドルモータ及びトラッキングモータは
所定のサーボシステムによって制御される。
【００２０】
　次に、図３のフローチャートを参照して、タイトルメニュー画面作成処理を説明する。
制御部１８は、タイトルメニュー画面作成処理が開始されると、まず、光ディスク２から
コンテンツのタイトルに関するデータ（以下、タイトルデータという）を読み込んで（＃
１）、光ディスク２に記憶されているコンテンツ数Ｎに応じて、カウンタＩの最大値Ｉｍ

ａ ｘ をセットする（＃２）。そして、光ディスク２に記録されているコンテンツの各タイ
トルについて、ステップ＃３からステップ＃７のループ処理を実行し、枠付きタイトル画
像又はブランク枠画像を作成する。
【００２１】
　ステップ＃３からステップ＃７のループ処理において、まず、カウンタＩがＩｍ ａ ｘ に
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なったか否かが判断される（＃３）。カウンタＩがＩｍ ａ ｘ になっていない場合（＃３で
ＮＯ）、Ｉ番目のコンテンツについてタイトルデータが存在するか否かが判断される（＃
４）。そして、Ｉ番目のコンテンツについてタイトルデータが存在する場合（＃４でＹＥ
Ｓ）、このコンテンツついて、タイトルを背景画像から区別するための枠で囲んで、枠付
きタイトル画像を作成し（＃５）、カウンタＩの値をインクリメントする（＃７）。一方
、Ｉ番目のコンテンツについてタイトルデータが存在しない場合には（＃４でＮＯ）、タ
イトルなしのコンテンツの存在を示すブランク枠画像を作成し（＃６）、カウンタＩの値
をインクリメントする（＃７）。そして、カウンタＩがＩｍ ａ ｘ になるまで（＃３でＹＥ
Ｓ）、ステップ＃４からステップ＃７までのループ処理を繰り返し、光ディスク２に記録
されている全てのコンテンツについて、枠付きタイトル画像及びブランク枠画像を作成す
る。
【００２２】
　全てのコンテンツについて、枠付きタイトル画像及びブランク枠画像が作成されると（
＃３でＹＥＳ）、記憶部１７から背景画像３０が読み出され、デコードされる（＃８）。
そして、ＯＳＤ部１４で、背景画像３０に枠付きタイトル画像及びブランク枠画像を合成
してタイトルメニュー画面を作成し（＃９）、作成されたタイトルメニュー画面を光ディ
スク２に記録する（＃１０）。
【００２３】
　図４に示されるように、光ディスク２に、映像データＡ及びタイトル”入学式”を有す
るコンテンツ６１と、映像データＢ及びタイトル”運動会”を有するコンテンツ６２と、
映像データＣ有するタイトルなしのコンテンツ６３が記録されている場合、上記タイトル
メニュー画面作成処理により、コンテンツ６１及びコンテンツ６２について枠付きタイト
ル画像が作成され、コンテンツ６３についてブランク枠画像が作成される。そして、図２
（ｂ）に示されるように、これら枠付きタイトル画像４１，４２及びブランク枠画像４３
が背景画像３０に重畳され、タイトルメニュー画面５０が作成される。なお、上記タイト
ルメニュー画面作成処理は、例えば、光ディスク２を、他のドライブでも認識できるよう
にするために行われるファイナライズ処理の一環として行われる。
【００２４】
　次に、図５を参照して、タイトルメニュー画面提示処理を説明する。制御部１８は、リ
モコン１５のタイトルメニュー表示ボタンが押下されたか否か監視し（＃２１）、タイト
ルメニュー表示ボタンが押下されると（＃２１でＹＥＳ）、上記のようにして記録された
タイトルメニュー画面５０を光ディスク２から読み込んで（＃２２）、タイトルメニュー
画面５０をモニタ出力する（＃２３）。
【００２５】
　以上のように本実施形態の光ディスク装置１によれば、光ディスク２に記録されたコン
テンツ６１，６２，６３のうち、タイトルに関するデータを有するコンテンツ６１，６２
について、タイトルを背景画像３０から区別するための枠で囲んで枠付きタイトル画像４
１，４２を作成し、この枠付きタイトル画像４１，４２を背景画像３０に重畳した画像を
タイトルメニュー画面５０として光ディスク２に記録して、このタイトルメニュー画面５
０をユーザに提示するようにしたので、ユーザはタイトルと背景画像３０を容易に区別し
て、コンテンツのタイトルを一目で把握することができる。
【００２６】
　また、タイトルメニュー画面５０に、背景画像３０として予めタイトルを囲むため枠が
形成された背景画像を用いるのではなく、背景画像３０とは別に枠付きタイトル画像４１
，４２等を作成し、これを背景画像３０に重畳させてタイトルメニュー画面５０を作成す
るので、予めタイトルを囲むため枠が形成された背景画像１３０を用いる図６（ａ）（ｂ
）の従来例のように、タイトルを囲むため枠の数とタイトル数が一致せずにタイトルメニ
ュー画面に不必要な枠が表示されることがない。このため、ユーザは、枠の有無により容
易にコンテンツのタイトルの有無を把握することができる。また、背景画像３０として予
めタイトルを囲むため枠が形成された背景画像を用いないので、任意の画像を背景画像３
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０として用いることができ、容易に背景画像３０を変更することが可能である。
【００２７】
　更に、タイトルに関するデータを有しないコンテンツ６３について、タイトルなしのコ
ンテンツの存在を示すブランク枠画像４３を作成し、このブランク枠画像４３を背景画像
３０に重畳した画像をタイトルメニュー画面５０として光ディスク２に記録して、このタ
イトルメニュー画面５０をユーザに提示するので、ユーザはタイトルなしのコンテンツに
ついても、タイトルメニュー画面５０でその存在を容易に把握することができる。このた
め、従来例のタイトルメニュー画面１５０の枠１５１，１５２のように、コンテンツその
ものが存在しないのか、又はタイトルなしのコンテンツが存在するのか分からなくなるこ
とがない。
【００２８】
　なお、本発明は上記実施形態の構成に限られることなく種々の変形が可能である。例え
ば、記録媒体は、光ディスク２でなくてもよく、例えば、ハードディスク等であってもよ
い。また、背景画像３０として、予め記憶部１７に記憶された画像３０を使用する必要は
なく、例えば、光ディスク２に記憶された画像を使用するなど、任意の画像を背景画像３
０として用いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施形態に係る光ディスク装置の構成を示すブロック図。
【図２】（ａ）は同装置の記憶部に記憶される背景画像の説明図、（ｂ）は同装置により
作成され、モニタ出力されるタイトルメニュー画面の説明図。
【図３】同装置のタイトルメニュー画面作成処理を示すフローチャート。
【図４】光ディスクに記録されたコンテンツ及びタイトルデータの説明図。
【図５】同装置のタイトルメニュー画面提示処理を示すフローチャート。
【図６】（ａ）は従来例における情報記録再生装置のタイトルメニュー画面作成時に使用
される背景画像の説明図、（ｂ）は同タイトルメニュー画面の説明図。
【符号の説明】
【００３０】
　１　　光ディスク装置（情報記録再生装置）
　２　　光ディスク（記録媒体）
　１１　光ピックアップ
　１２　ディジタル信号処理部
　１３　デコード部
　１４　ＯＳＤ部
　１５　リモコン
　１６　リモコン受信部
　１７　記憶部（背景画像記憶手段）
　１８　制御部（タイトル読込手段、タイトルメニュー画面作成手段、枠付きタイトル画
像作成手段、ブランク枠画像作成手段、タイトルメニュー画面提示手段）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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